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 りんご 
 

 台風第１８号は強い勢力を保ちながら本州に向かって北上を続けており、１０月９日頃に

本県に最も接近する恐れがあります。 

 今後の気象情報に注意するとともに、農作物被害を避けるための防止対策を適切に行いま

しょう。 
り ん ご ： 暴風対策と被害軽減処理を十分に！ 

施  設 ： 強風に備え保守点検をしっかりと！ 

 

事前対策 
 

（１）「ジョナゴールド」など収穫可能な品種は、農薬の散布実績と農薬使用基準の収穫前日数を

確認し、速やかに収穫を進めましょう。 

 

（２）防風ネットを配置している園地では、ネットの張りを点検し、緩んでいるワイヤーは張り直

し、破れたネットは張り替えるなど充分な効果が得られるよう準備します。 

 

（３）結実を始めたわい性樹は強風で倒状することもあるので、台風前に主幹を支柱に２～３ヵ所

結束します。長大な側枝を持つ樹形であれば、一層、バランスを崩しやすいので、丈夫な支柱

で支え、はずれないよう縄で縛り固定します。 

 

（４）収穫直前の品種には、落果の際の傷を少なくするため、樹の下にワラを敷きます。 

 

（５）高接ぎでは大切な更新枝を保護するよう添え木し、幼木も丈夫な支柱を立てておきます。 

 

（６）降雨による表面水を速やかに排水できるよう、予め溝を切るなどして対処してください。 
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事後対策  台風が通過したことを確認し、十分に安全を確保した上で実施しましょう！ 

 

（１）落果の処理 

品種ごとに分けて拾い集め、傷の程度によって選別します。その内、農薬散布実績を確認し、

農薬使用基準の収穫前日数が守られているもので、かつ生食が可能な果実はできるだけ生果と

して販売しましょう。傷がひどく用途のない果実は家畜の飼料活用か堆肥化を図ります。 

 

（２）倒木の処理 

斜めに傾いたり、横になった樹体は、そのまま不用意に引き起こすと、残っていた根も切る

ことになるので、倒れた側からスコップで少し掘り下げるなど、注意深く戻します。 

紫紋羽病の発生園ではリゾレックス水和剤またはフロンサイドＳＣをかん注処理し、り病蔓

延を予防してください。また衰弱が予想される場合には、堆肥や土壌改良資材を根域に混和し

埋め戻します。 

なお、使用時期はリゾレックス水和剤が収穫６０日前まで、フロンサイドＳＣが収穫４５日

前までです。各品種とも処理日と収穫開始可能日を必ず確認し、使用基準を厳守してください。 

 

（３）病害予防 

園地が冠水した場合や枝葉や幹に無数の傷が生じている場合、果実腐敗性の病害や腐らん病

など樹体病害の感染の恐れもあるので、殺菌剤の特別散布を行い感染を予防します。なおその

際は、殺菌剤の農薬使用基準（使用回数、収穫前日数）を確認のうえ使用してください。 

また、側枝や大きい結果母枝が折れた場合は傷口をなめらかに切り、塗布剤を塗ります。 

 

 施 設 

 

（１）露地圃場やハウス周囲に防風ネットを設置している場合、緩んでいるワイヤーや針金を張り

直し、ネットの破れている部分は補修し、強風に備えます。 

 

（２）パイプハウスは、ハウスバンド（マイカー線）が切れていないか、緩んでいないかを点検す

るとともに、ビニールの破損部分は破れが広がるので補修します。さらに筋かいなどの補強を

実施して強風に備えます。また、木片や器具が強風で飛ばされて、被覆資材等を破損する場合

があるので、ハウス周囲の整理を行いましょう。 

 

（３）強風で支柱が抜けたり、倒伏する恐れがありますので、畦の両端や畦の所々で支柱を補強し、

支柱の倒伏・倒壊、株の倒伏を防ぎます。 

 

（４）台風接近時は、ハウス倒壊の恐れもありますので、ハウス内には立ち入らず、台風通過後に

補修や排水作業を行いましょう。 

9月15日～11月15日は秋の農作業安全月間 

急ぐより 家族の笑顔を大切に 想う心で ゆとりの仕事 


